





来，帝国戦争墓委員会（Imperial War Graves Commission，以下IWGCと略













































　　文献 1 　FABIAN WARE: THE IMMOTAL HERITAGE; an account of the work 
and policy of the Imperial War Graves Commission during twenty years 1917-
1937, Cambridge University Press（1937）（以下，WARE1と略記しページ数を示す。
以下同じ）
　　文献 2 　PHILIP LONGWORTH: THE UNENDING VIGIL; a history of the 
フェビアン・ウェアと帝国戦争墓委員会（IWGC）の活動
121
Commonwealth War Graves Commission 1917-1967 （1967）　（以下，LONGWORTH2）
　　文献 3 　EDWIN GIBSON & KINGSLEY WARD; COURAGE REMEMBERED; 
the story behind the construction and maintenance of the commonwealth military 

















てはまずWARE 1 に拠り，1917年以前のことは主としてLONGWORTH 2 で補っ
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used the influence of his friend, Viscount Milner, to obtain command of a 


















































































































































































































































（ 5 ）　英語版ウィキペディアでは“so with the assistance of Milner,”と記されている。
（ 6 ）　以上，英語版ウィキペディアFabian Wareの項を参照した。














　　　なお，ミルナーの経歴については “THE MILNER PAPERS SOUTH AFRICA 
1897-1899”（Edited by Cecil Headlam, CASSEL & COMPANY, 1931）と英語版ウィ
キペディアを参照した。
（ 9 ）　以上，LONGWORTH 2 ， 2 〜 5 頁を参照してまとめた。
（10）　LONGWORTH 2 ， 3 頁
（11）　同前
（12）　LONGWORTH 2 ， 2 頁参照










（15）　LONGWORTH 2 ， 4 頁
（16）　LONGWORTH 2 ， 5 〜 6 頁参照，ウェアもまた南アフリカでの経験を共有して
いた。
（17）　LONGWORTH 2 ， 5 頁
（18）　LONGWORTH 2 ， 6 頁，なお 6 頁原注によると1915年 1 月 9 日の記事である。




（23）　LONGWORTH 2 ， 6 〜 7 頁
（24）　LONGWORTH 2 ， 7 頁参照
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出するため，1926年 6 月30日，帝国戦争墓基本財産国債法（Imperial War 





そして1916年 2 月に墓登録委員会は墓登録調査理事会（The Directorate 






























































































































































































































下に，植民省大臣，インド担当相，建設庁長官（the first Commissioner 















（25）　LONGWORTH 2 ， 7 〜 8 頁参照
（26）　LONGWORTH 2 ，21頁参照






（30）　WARE 1 ，巻末APPENDIX C
（31）　LONGWORTH 2 ，17頁
（32）　LONGWORTH 2 ，22〜23頁，なおLONGWORTH 2 の10頁以下でCRG-DGREの
144










（36）　LONGWORTH 2 ， 8 頁参照
（37）　WARE 1 ，25頁参照
（38）　Ｇ・モッセ，前掲『英霊』第 2 〜 3 章参照
（39）　以上WARE 1 ，25頁





































































































































ベルギー　　　　1917年 8 月 9 日のイギリス−フランス−ベルギー合意
イタリア　　　　1918年 6 月23日の宣言
ギリシャ　　　　 1918年11月 7 ／20のイギリス−ギリシャ合意，それには





エジプト　　　　1921年 5 月 9 日の付与行為
ドイツ　　　　　ベルサイユ条約，1922年12月29日の連邦法






















































（52）　PDHC, vol. 160, 2198p, 1 March 1923
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された。こうして1926年 6 月30日，帝国戦争墓基本財産国債法（Imperial 
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（72）　同前，52頁
（73）　筆者の世代には『ジャングルブック』の著者として親しまれているが，イギリス
最初のノーベル文学賞作家であり，自らが植民地時代のインドで生まれたキプリン
グの帝国主義に対する態度は『キム』に見られるように微妙である。本稿との関
連ではっきりしていることは，一人息子を戦争で亡くしたキプリングは当初から
IWGCの熱心な支持者，メンバーであったことである。そして彼が1938年 1 月18日
に死去した時，葬儀で柩を担いだ親族・友人代表の中にフェビアン・ウェアも含ま
れていたという事実である。
（74）　前掲WARE 1 ，56頁参照
（75）　同前，59頁参照
（76）　モッセ前掲書，90頁等参照
（77）　前掲WARE 1 ，57頁参照
（78）　拙稿「セノタフ考〜戦争記念碑と無名戦士の墓から見た集合的記憶形成の諸問
題」（『流経法学』第11巻第 2 号所収）
むすびにかえて
以上が帝国戦争墓委員会の発足の経緯と，初期の活動と組織の概要であ
る。フェビアン・ウェアは帝国戦争墓委員会を立ち上げ，連合王国のみな
らず帝国全体の戦争墓の恒久的維持管理という仕事に着手した。それは墓
と記念碑を通して戦争を記録し記念し，それらを通して戦争の記憶を再生
産するという役割を果たすものであった。そしてその事業は今日なお受け
継がれている。
わが国においては，同種の問題は陸軍墓地，靖国神社・護国神社，千
鳥ヶ淵墓苑，そして各地の忠魂碑，戦争記念碑等の問題として展開してい
る。イギリスにおけるIWGCの活動がこれらの問題を考えるときにどのよう
な課題を投げかけているのか，そして，本稿でふれたのはまさにIWGCの初
発の部分と1937年までの結果に過ぎず，その間の過程とその後には展開に
はまだまだ明らかにされなければならない多くの問題を含んでいることも
ふまえて，それらの問題への筆者なりの解答については他日を期したい。
